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しも
。

ハミ

しも

わ

作品

す~'"

280点の出品でにぎわった

文化祭

発行

河辺村公民館
編集

館報編集委員会
笠宮 河辺 17番

去
る
十
月
二
十
九
日
1
一
二
十
日
の
二

日
間
、
公
民
館
に
お
い
て
文
化
祭
が
催

さ
れ
会
場
に
は
家
族
づ
れ
の
人
な
ど
、

約
六
百
人
が
お
と
づ
れ
で
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
た
。

展
示
会
場
で
は
菊
花
展
@
総
裁
展
・

生
花
展
@
短
歌
展
a

焼
も
の
展
@
書
道

展
。
絵
画
展
@
文
化
財
写
真
展
・
く
ら

し
の
知
恵
工
夫
展
な
ど
見
事
な
作
品
が

出
品
さ
れ
、
ま
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
人
気
の
あ
っ
た
婦
人
会
の
バ
ザ
ー

や
不
用
品
交
換
会
@
ス
ポ
ー
ツ
天
固
な

ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
各
コ
ー
ナ
ー
と
も

に
好
評
で
あ
っ
た
。

審
査
は
特
に
菊
花
・
爺
栽
・
書
道
・

絵
画
に
つ
い
て
の
み
お
こ
な
わ
れ
、
一
二

十
日
に
表
彰
式
が
あ
っ
た
。

O
菊
花
の
部
(
出
品
四
十
六
点
)

金
賞
塚
野
キ
ヨ
子

銀
賞
田
中
イ
シ
ヨ
・
藤
岡
秀
男

銅
賞
久
保
久
栄
@
和
気
サ
ワ
子

兵
頭
ツ
タ
エ

佳
作
上
人
元
朝
子
。
松
日
恵
美
子

五
頭
ア
ケ
ミ

O
錠
栽
の
部
(
出
品
二
一
十
九
点
)

金
賞
l
作

見

弘

幸

銀
賞
運
勢
義
弘
@
植
木
喜
佼
男

銅
賞

l
大

見

明

@

久

保

忠

義

生
活
運
動
推
進
協

会
が
発
足

昭和51年12月1日発行

去
る
十
月
十
八
日
、
河
辺
村
生
活

運
動
推
進
協
議
会
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
oこ
の
協
議
会
は
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
の
中
で
、
無
駄
な
経
費
を
節
約

し
て
、
合
理
的
な
消
費
生
活
を
定
着

さ
せ
る
と
共
に
、
豊
か
な
人
間
関
係

つ
く
り
ゃ
}
推
進
す
る
の
が
目
的
で
、

委
員
は
、
各
種
関
係
機
関
団
体
の
長

三
十
二
名
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
o

O
地
方
祭
の
客
事
の
簡
素
化
に
つ
い
て

O
虚
礼
の
廃
止
に
つ
い
て

O
結
婚
式
の
改
善
に
つ
い
て

O
そ
の
他

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
だ
が
、
た
ち

ま
ち
当
面
の
問
題
と
し
て
、
地
方
祭
に

コ
き
も
の
の
、
客
事
ぞ
簡
素
化
し
よ
う

と
い
う
こ
1
F

一で

か
お
祭
に
他
人
の
行
き
来
を
し
な
い

よ
う
に
し
よ
う
。

(1) 
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世帯数

世帯数

子

子

口

口

人

( S 

人

男

女

大
野
哲
夫

佳
作
1

態
野
政
六
。
培
田
薫
行

福
宮
清
光
・
梅
木
広
信

O
書
道
の
部
(
出
品
七
十
五
点
)

O
絵
画
月
(
月
八
十
八
点
)

O
生

花

月

(

月

十

二

点

)

O
短
歌
月
(
円
二
十
九
点
)

O
焼
も
の
H

(

月

十

八

点

)

0
く
ら
し
の
知
恵
(
月
四
十
三
点
)

O
文
化
財
の
部
(
円
十
一
点
)

今
後
の
参
考
と
し
て
菊
の
審
査
基
準

を
紹
介
し
ま
す
。

ー
、
審
査
対
象
と
な
る
菊
は
花
に
ポ
イi

ン
ト
が
お
か
れ
、
大
輪
菊
は
花
色
@

大
き
さ
@
一
二
輪
の
そ
ろ
い
を
よ
く
す

る
こ
と
が
今
後
大
切
で
す
o

特
に
鮮
明
な
純
色
(
ク
リ
ー
ム
色
。

か
ば
色
等
の
混
色
は
良
く
な
い
)
の

品
種
を
選
ぶ
と
良
い
。

ま
た
、
正
面
二
輪
は
水
平
に
し
、
後

側
の
一
一
怖
を
花
一
段
高
く
す
る
よ
う

に
菊
し
ば
り
の
時
か
ら
心
が
け
、
花

の
頭
が
正
面
を
向
く
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
。

2
、
下
葉
か
ら
青
々
と
し
、
病
害
虫
に

お
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
o
厚

物
は
大
き
な
葉
を
垂
れ
下
が
ら
な
い

よ
う
、
管
物
品
種
は
伸
び
の
あ
る
葉
葉

ぞ
作
る
こ
と
で
す
o

い
づ
れ
も
、
ね
じ
れ
た
り
、
波
を
う

っ
た
り
し
な
い
素
直
な
葉
姿
を
保
つ
よ

う
心
が
け
て
下
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
葉
を
作
る
に
は
l
i
l

ァ
、
肥
料
を
全
期
間
む
ら
な
く
効
く
よ

う
に
す
る
こ
と
。

ィ
、
鉢
土
の
排
水
巻
良
く
し
、
保
水
性

の
あ
る
土
砂
)
使
う
こ
と
。

ゥ
、
か
ん
水
の
か
け
む
ら
を
な
く
す
る

こ
と
。

工
、
泥
の
は
ね
あ
が

D
に
よ
っ
て
葉
裏

の
気
孔
を
ふ
さ
が
な
い
よ
う
に
、
敷

き
ワ
ラ
や
水
ご
け
等
に
よ
っ
て
地
表

面
を
覆
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、
薬
剤

散
布
に
よ
る
病
害
虫
の
発
生
予
防
を
す

れ
ば
、
下
葉
の
枯
れ
あ
が
ら
な
い
立
派

な
菊
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
o

論
評
大
洲
農
業
改
良
並
長
所
J

F

大

北

武

邑 2，810 口

は
カ
ッ
パ
を
着
て
、
ホ
ー
キ
や
ス
コ
ッ

プ
片
手
に
清
掃
し
て
お
ら
れ
る
盗
を
よ

く
見
か
け
ま
す
o
そ
の
奉
仕
が
注
目
さ

れ
、
こ
の
た
び
の
大
臣
感
謝
状
が
送
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
o
き
れ

い
で
、
気
持
ち
の
よ
い
の
は
皆
好
き
で

す
o
で
も
そ
れ
を
実
行
に
移
し
続
け
る

原
惣
太
郎
寄
ら
ん
(
悦

才
)
は
こ
の
た
び
建

設
大
臣
か
ら
感
謝
状

し
午
、
副
賞
と
し
て
柏

銀
製
の
薬
事
瓦
、

そ
の
伝
達
式
が
↑
月

間
日
に
行
わ
れ
た
。

(
過
去
に
は
村
か
ら

二
回
感
謝
状
が
贈
ら

れ
て
い
ま
す
。
)
原
さ

ん
は
白
内
障
で
五
年

間
の
全
盲
生
活
を
送

ら
れ
、
同
十
七
年
同

月
に
手
術
を
受
け
ら

れ
た
結
果
、
目
が
見

え
る
よ
う
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
日
の
平
道
路
の
新
設
を
き
っ

か
け
に
、
道
路
清
掃
を
始
め
ら
れ
、
暑

い
日
も
索
、
い
日
も
休
み
な
く
、
雨
の
日

道路補掲ごくろうさま

麟さんに大臣感謝状

年
賀
郵
便
の
特
別
取

扱
期
聞
が
迫
っ
て
き
た
o

J

郵
便
閣
で
は
、
一
五
日
一
配

1
1

達
に
万
全
を
期
す
た
め

ま

に

、

士

一

旦

干

5

1
1

で
に
差
出
さ
れ
た
い
と

ね

刊

を

呼

び

か

け

て

い

や

、

年

末

年

開

か

け

ず

¥

あ
ら
ゆ
る
郵
便
物
の
洪

水
の
中
で
、
残
業
、
徹
一

夜
で
処
理
さ
れ
る
局
員
の
こ
と
を
思
う
一

一
と
、
ま
こ
と
に
ご
苦
労
で
あ

D
敬
意
を
一

一
表
し
た
い
と
同
時
に
、
一
人
一
人
ぞ
尚
一

新
美
喜
子
・
杉
内
重
行
一
呼
び
か
け
に
協
力
し
た
い
お
で
あ
る
。
一

大
西
憲
蔵
@
玉
岡
ス
ミ
子
一
国
み
に
、
年
賀
状
の
歴
史
と
変
還
を
一

清
水
洋
司
一
調
べ
て
み
た
。
明
治
十
四
年
に
は
す
で
一

高
田
智
子
・
森
雅
行
一
に
郵
便
は
が
き
で
年
頭
の
祝
詞
を
送
る
一

福
豊
紀
子
一
人
が
続
出
し
、
都
市
の
郵
便
局
は
正
月
一

一
早
々
大
混
乱
し
た
と
あ
る
。
勿
論
、
当
一

梅

林

隆

敏

一

一

¥

i

E

一
時
の
年
賀
状
は
正
月
を
迎
え
て
か
ら
書
一

4
川

猛

一

い

て

い

た

o
我
が
国
の
郵
便
の
は
じ
ま
一

神

山

生

子

一

οが
明
治
四
年
で
あ
る
か
ら
、
郵
便
同
一

梅
本
千
佐
子
。
武
内
勉
一
が
で
き
て
間
も
な
く
年
賀
状
交
換
の
慣
一

山

本

聖

子

一

習

が

は

じ

ま

D
、
百
年
の
歴
史
を
も
っ
一

水

本

亀

清

松

尼

勝

子

一

こ

と

に

な

る

。

一

冨

永

友

江

松

本

建

一

一

現

在

の

よ

う

に

、

年

内

に

書

い

て

出

一

安

田

美

佐

子

山

本

節

子

・

梶

川

サ

エ

子

一

し

、

年

一

聞

に

届

く

い

わ

ゆ

る

年

賀

特

別

一
取
扱
い
制
度
が
で
き
た
の
は
明
治
一
一
一
十
一

向

井

商

高

中

野

生

子

一

一

一
八
年
で
、
こ
の
年
の
取
扱
い
数
が
約
一
一

長

岡

加

代

子

長

崎

山

田

俊

一

。

梅

木

良

美

一

一

一
億
通
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一

真

田

信

事

て

藤

原

。

お

ね

が

い

一

そ

の

後

、

大

正

十

二

年

の

関

東

大

震

一

智
葉
正
子
北
川
成
人
式
に
は
簡
素
な
服
装
で
一
災
、
昭
和
元
年
の
大
正
天
皇
ご
逝
去
の
一

赤

ケ

滝

大

野

照

治

出

席

し

ま

し

ょ

う

f

一
年
だ
け
は
休
止
さ
れ
た
が
、
年
毎
に
上
一

i
Z
E
-
-
5
S
E
E
S
-皇
E
E
Z
E
E
-
Z綱吉
=STa--EZEZZZZEE・E・-E号
皇

Z
E
-
-量
E
量
一
昇
し
て
昭
和
十
一
年
に
は
八
億
五
千
万
一

b

'

b

一
通
(
国
民
一
人
当
h
y
約
九
通
)
に
達
し
一

域
別
年
中
行
事
一
時
十
回
げ
に
話
法
的
一

日
日

1
念
仏
の
口
開
き
。
鬼
の
こ
ん
一
戦
争
に
戦
火
が
ひ
ろ
が
る
と
同
時
に
、
可

ご
う
作
り
(
中
居
)
一
全
く
消
え
去
っ
て
い
っ
た
。

H

j
お
こ
も
り
(
帯
江
)
一
年
賀
状
の
復
活
は
、
終
戦
後
の
昭
和

H

j
お
伊
勢
講
@
念
仏
(
国
木
)
一
二
十
四
年
、
ど
う
や
ら
敗
戦
国
民
の
心

H

1鬼
の
こ
ん
ご
う
作

D

一
に
ゆ
と
D
が
で
き
て
き
た
と
き
、
は
じ

(
(
長
崎
)
一
め
て
官
製
は
が
き
に
美
し
い
前
D
で、

H

1念
仏
の
口
聞
き
@
鬼
の
こ
ん
一
し
か
も
当
時
の
国
民
の
射
幸
心
理
を
つ

ご
う
作
り
(
榎
)
一
い
だ
「
く
じ
式
お
年
玉
っ
き
」
で
華
々

H

l
念
仏
の
口
聞
き
a

年
拍
の
会
合
一
一
い
カ
ム
バ
ッ
ク
を
し
た
。
発
売
日
に

(
用
の
山
)
一
一
は
戦
前
の
配
給
時
代
を
思
わ
せ
る
長
い

H

i鬼
の
こ
ん
ご
う
作
D

一

(
日
其
川
)
一
行
列
が
で
き
た
ほ
ど
で
あ
る
。

(
熊
の
坂
)
一
以
来
、
年
を
追
っ
て
年
賀
状
も
高
度

(
横
通
)
一
成
長
が
続
い
た
が
、
昨
年
を
ピ

i
ク
に

(
榎
)
一
発
行
枚
数
も
今
年
は
減
っ
て
二
十
五
億

(
用
の
山
)
一
枚
(
人
口
一
億
一
千
五
百
万
人
と
し
て
)

(
日
其
川
)
一
一
人
当
D
約
二
十
二
枚
。
消
費
実
数
が

発
行
枚
数
に
対
し
て
ど
こ
ま
で
迫
る
か

は
別
で
あ
る
。

新
成
人
の
該
当
者
に
つ
い
て

こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
あ

b
ま
せ
ん
。
本
当
に
頭
の
さ
が
る
思
い

が
い
た
し
ま
す
o
隠
さ
ん
の
奉
仕
の
お

か
げ
で
、
日
の
平
周
辺
の
道
路
は
美
し

く
、
い
つ
も
私
た
ち
を
気
持
ち
よ
く
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

本
当
に
ご
く
ろ
ヨ
さ
ま
で
す
o

昭
和
五
十
一
年
度
の
該
当
者
は
S
三

十
二
年
一
月
一
日

i
三
十
二
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
住
民
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

次
の
三
十
一
人
は
、
去
る
九
月
六
日

現
在
で
住
民
台
帳
に
よ
り
調
べ
た
も
の

で
す
が
、
記
載
も
れ
や
、
そ
の
後
に
転

入
さ
れ
た
方
が
あ
れ
ば
、
さ
っ
そ
く
公

民
館

(
T
E
L十
七
番
)
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

下
大
成

上
大
成

日
の
平

出

合

橡

谷
植

松

戚
人
式
は
来
年
一
月
五
日
に

悦千
子鶴

三i明鳥
久
保谷

でく問共ミこば る協し民
は岱;題にくこな今こ力だのと
あみに、乞ら後とに結皆い
りよ取一一!志な、がよ架様う
まいり致 Y いまでり、に、
せ村組協尋問だき、賢周申
ん作み力ふ題まま大明知し
かり、し九がだし変な徹合
O 点本て村た改だよる底せ
当、民く善。い皆を?を?
にこのさし 結さはし
、れ皆んな 架んかて
明ら様あけ をの D 、
るのとるれ 得ごま村

く会 おし とに
、事振りな村にはこ
皆務 Iコまが民な、の 掛麟蹴相瀬弘 D_"，，"， 

様 局返すらのる粉館 護桝 略取ム 号拭t
の長つ。、皆で雪報 誌 激 銑ん
躍をで ご様しのに I'~~.川脂、滋 ゴ詮
か振見 按のよ舞目 樹海恥事特: 官三家
いりま 拶良ううを 鰐μ ~-.{!i 
ご出す のき 0 師通 湾総お凶 品五
支しと ぺご 走し 淡呉市'"，1 み札
援に、 ン越をて 行機鞠拘い で』官、
を二本 を年 迎]頁 ι3緩議総与 7 弘 臨蕗:
得十村 とを えく . .，&1綴噺還機ダ そ::>'U
て年の つ祈 るこ 苅領警喜ぶ ぷ宝二
、、ι 議 て念 ころ _.a 一国__lL，.
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栄場の合 山
江 本連坂谷崎除谷中

O
十

二

月

の

行

事

8
日
j
お
願
ほ
ど
き
(
名
場
連
)

却
日
j
部
溶
小
入
用
決
算
(
国
木
)

O

一
月
の
行
事

1
日
j
新

年

会

(

大

成

)

4
日
1
お

般

若

講

(

寺

薮

)

5
日
l

H

H

(

坂

本

)

H
H
j
部
落
小
入
用
決
算
(
中
居
)

8
日
1
お
薬
師
講
a

お
願
こ
め(名
場
連
)

U
日
1
お

般

若

講

(

稲

谷

)

日
日
l

H

H

(

名
場
速
)

H

1お
伊

勢

講

(

寺

薮

)

日
日
l
初
寄
り
@
鬼
の
こ
ん
ご
う
作
り

(
日
ノ
平
)

H

j
念
仏
の
口
聞
き
(
露
内
)

H

l
お

般

若

講

(

川

崎

)

H

i念
仏
の
口
聞
き
@
お
伊
勢
講

(
百
合
谷
)
?

(
大
中
山
)
円
、
↑

H
H
1
お
伊
勢
講

口
日

l
念
仏
の
口
聞
き

幻
日

1
お
般
若
議

担
日
l

H

H

お
日
1
H
H
H

第
一
日
臨
日

ー
お
般
若
。
新
年
会
(
露

内



(2) 第 36号

4
t
 

h
t
(
i
l
l、、
J
i
l
t
-
t
i
j、I
i

の
作

山
間
》
一
川

、

fく

粟
の
せ
ん
定
と
間
伐

栗
は
日
が
当
る
こ
と
に
よ
っ
て
花
や

イ
ガ
が
着
き
、
日
陰
に
な
る
と
枝
が
枯

れ
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
o
ま
た
イ

ガ
が
着
く
と
こ
ろ
は
樹
の
周
囲
で
す
か

ら
、
い
か
に
し
て
日
の
当
る
表
面
積
を

多
く
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
せ
ん
定

で
あ
り
、
間
伐
技
術
で
あ
れ
J

ま
す
o

収
量
の
多
い
樹
の
姿
は
図
山
の
よ
う

な
不
等
辺
三
角
形
と
い
わ
れ
て
お
り
、

放
任
す
る
と
図

ωの
よ
う
に
な
る
性
質

を
持
っ
て
い
ま
す
o

一
、
せ
ん
定

田
市
は
自
然
の
状
態
に
置
く
と
、
今
年

発
生
し
た
枝
の
先
端
か
ら
次
年
度
二

1

三
本
強
い
鋭
角
枝
が
発
生
し
、
そ
の
下

に
水
平
に
近
い
鈍
角
枝
が
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
を
放
任
す
る
と
、
鋭
角
枝
が
勢
力

ぞ
強
め
、
下
枝
が
日
陰
と
な
り
、
枯
れ

枝
が
多
く
な
る
と
と
も
に
、
ホ
l
キ
を

立
て
た
よ
う
な
姿
と
な
D
ま
す
o
従

っ

樹

て
図
印
凶
の
要
領
で
、
一
年
目
か
ら
せ
一
酎

ん
定
に
よ
っ
て
下
枝
を
強
く
横
に
張
ら
一
{

す
よ
ヨ
に
工
安
す
る
こ
と
が
せ
ん
定
技
一
川

術
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
o

一
図

わ1;'4 昭和51年12月1日発行

本
組
の
人
た
ち
は
二

ご
ろ
に
は
「
ど
う
せ

そ
う
に
は
な
い
o
問、

う
ち
に
や
H

そ
う
れ

ぞ
よ
己
な
ど
と
う
わ

一
て
い
た
が
、
楽
に
な

一
と
い
う
の
で
「
な
し

一
る
は
ど
う
か
片
野
菜

だ
し
る
を
飲
ま
な
い

な
ど
と
、
身
内
同
様

一
し
ず
つ
食
べ
物
を
す

え。一路
は
一
週
間
目
こ
ろ

一
起
き
て
坐
る
よ
F

コ
に

返
n

な
h
y
、
二
週
間
く
ら
い
に

iw

は
食
べ
も
の
の
材
料
さ
え

お
い
て
お
け
ば
自
分
で
作

っ
て
食
べ
る
よ
う
に
な
っ

た。
お
蛍
と
坂
本
組
と
の
聞

は
、
同
十
メ
ー
ト
ル
か
五

十
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て

る
句.
d、

自然樹

こ
れ
を
問
、
五
年
繰
返
す
と
一
応
樹

形
が
で
き
ま
す
が
、
重
な
り
枝
が
気
に

か
か
る
時
期
と
な
り
、
重
な
り
枝
が
出

た
場
合
は
上
の
枝
を
間
引
き
し
、
下
校

を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。

二

、

間

伐

夏
、
隣
の
伎
と
枝
が
媛
触
す
る
よ
う

に
な
る
と
、
そ
の
翌
年
は
誠
収
す
る
も

の
で
す
o
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
令
に
応
じ
て

間
伐
す
る
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

計
画
的
に
間
縮
伐
を
行
な
い
、
日
当
hu

面
積
を
多
く
す
れ
ば
蹴
収
す
る
こ
と
は

あ
D
ま
せ
ん
。

切
hν
口
保
護
の
た
め
、
ト
ッ
プ
ジ
ン

M
ペ
ー
ス
ト
の
塗
希
を
お
す
す
め
し
ま

す。

1年目

せん定方法

2年目

国(3)

(
大
洲
農
業
改
良
普
及
所
)

た
す
け
ら
れ
た
お
遍
路
さ
ん

(3) 

う
に
な
る
と
、
ほ
ほ
え
み
な
が
ら
遍
路

の
元
気
な
姿
壱
見
守
る
の
だ
っ
た
。

通
話
は

J
」
誌
歌
。
が
上
手
で
あ
っ

た
。
四
十
日
目
ご
ろ
に
は
ナ
っ
か
D
元

気
に
な
り
、
故
郷
へ
帰
る
日
が
近
づ
い

た
。
遍
簡
は
坂
本
組
の
家
々
を
た
ず
ね

て
お
礼
を
い
い
「
こ
の
家
の
ご
先
祖
様

に
」
と
ご
詠
歌
を
と
な
え
た
。
声
に
は

「
一
人
ぼ
っ
ち
の
私
に
温
か
い
皆
様
の

お
心
を
頂
き
、
お
か
げ
で
命
を
救
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
私
は
終
る
も

の
と
覚
悟
を
決
め
て
お

υま
し
た
が
、

何
年
か
命
を
の
べ
て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
長
い
間
、
お
心
こ
も
っ
た

お
世
話
を
し
て
頂
い
た
ご
恩
は
忘
れ
ま

せ
ん
。
皆
様
の
お
世
話
に
な
っ
て
も
伺

切枝議 の方生年詰
るはく 強向し二年
。先大 いのて又伸
端く I 枝枝い枝ぴ
約伸 //はーる又た
三ば ー乙/~切本のは枝
分そ J五~ミーをで三の
の弓~' υ残、又先
一;:.グ-----ー し伸枝端
程示 、ばがに
度る {也ナ発今

所1

せん定のポイント

後

図(4)

市1後

審植園とE来植園の結果位置の相違図(5)

疎植圏密楢園

国
保
の
財
政
状
況
は
、
相
変
ら
ず
医
一
保
険
税
は
お
医
者
さ
ん
に
支
払
う
医

療
費
培
高
の
た
め
、
依
然
窮
境
を
脱
し
一
療
費
な
ど
を
初
め
と
し
、
国
保
ぞ
運
営

き
れ
て
お

D
ま
せ
ん
o

一
す
る
重
要
な
財
源
で
す
。
こ
れ
に
国
や

こ
の
よ
う
な
場
合
、
地
方
税
法
で
は
、
一
市
町
村
か
ら
の
補
助
金
を
合
わ
せ
て
国

保
険
税
を
値
土
げ
し
一
保
は
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で

弘
山
田
知
樹
て
轡
ヨ
戸
巻
一
示
し
一
現
在
、
私
た
ち
が
納
め
て
い
る
保
険
税

L
7持
母

て

お

D
ま
す
が
、
し
一
は
高
い
と
お
考
え
で
す
か
。
そ
れ
と
も

-
h
j
目
明
か
し
皆
様
方
の
ご
負
一
安
い
と
お
考
え
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
高

楠
時
時
開
担
を
増
す
よ
う
な
手
一
く
て
や
り
き
れ
な
い
と
お
考
え
の
方
も

く

と

段

は

5だ
い
と
思
実
勢
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
o
保
険
税
の
額

h

a

喜

L

ぃ
、
苦
慮
し
て
い
る
一
を
き
め
る
の
は
、
外
な
ら
ぬ
私
た
ち
被

J
h
d

崩
主
次
第
で
す
o
た
だ
し
一
保
険
者
自
身
な
の
で
す
o
と
い

5
の
は
、

浪
部
臨
胤
現
状
。
王
量
的
ぽ
、
一
私
た
ち
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
医
療

p
s
」

U
U

万
策
っ
き
果
て
る
と
一
費
の
額
が
、
そ
の
ま
ま
保
険
税
の
額
に

1
1
P
E
い
う
商
事
態
も
予
想
さ
一
は
ね
か
え
っ
て
く
る
か
ら
で
す
o
不
摂

時

y，
れ
、
こ
の
際
と
め
ど
一
生
で
病
気
を
し
た
り
、
無
駄
づ
か
い
し

岡
田
も
な
く
ふ
え
る
医
療
一
た
D
し
て
医
療
費
が
か
さ
め
ば
、
そ
の

4

費
と
、
そ
れ
に
伴
う
一
翌
年
の
保
険
税
は
当
然
高
く
な
D
ま
す
。

保
険
税
の
関
係
室
、
改
め
て
皆
様
方
の
一

o医
療
費
が
増
え
る
と
保
険

ご
理
解
し
を
い
芸
~
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
n
一
視
は
古
聞
く
な
り
ま
す
。

O
医
療
費
で
き
ま
る
保
険
視
一
医
療
費
が
増
え
る
の
は
、

グ
ル
ー
プ
紹
介
⑨

1
詩
吟
愛
野
舎
の
つ
ど
い

i

こ
の
ほ
ど
、
大
洲
吟
詠
会
河
辺
支
部

が
再
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

大
洲
吟
詠
会
森
城
先
生
の
指
導
の

も
と
に
、
男
女
、
約
二
十
名
の
方
々
が
、

毎
週
一
回
、
一
日
の
仕
事
ぞ
終
え
た
後
、

植
松
公
民
館
に
集
っ
て
練
習
し
て
お
ら

れ
ま
す
。

何
も
か
も
忘
れ
て
、
思
い
き
り
声
を

出
し
て
吟
詠
に
専
念
す
れ
ば
、
丹
田
に

力
が
こ
も
っ
て
、
健
康
状
態
が
大
変
よ

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
気
軽
く
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
o
希
望
者
は
、
戸
田
支
部
長
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

。
公
畏
舘
移
転
の
お
し
ら
せ
/

こ
の
ほ
ど
小
学
校
統
合
に
伴
い
、
ふ
一
駐
車
場
も
な
く
手
狭
な
点
も
あ
D
ま

た
た
び
公
民
館
が
も
と
の
出
合
へ
移
転
一
す
が
、
皆
さ
ま
気
軽
に
お
立
寄
h
y
下
さ

し

ま

し

た

。

一

る

よ

う

お

ね

が

い

致

し

ま

す

。

方政負合 (4) (3) (2) (1) 負る二 (3) (2) (1) 
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子之，

ノ~

通
事
故
触

を
あ
ぎ
し
て

長豆
⑧
 

ど

③
鋭
角
枝
が
多
く
な
る
と
良
い

結
果
母
校
の
発
生
を
お
さ
え

る。

交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
昨
年
は
、

念
願
の
無
事
故
達
成
を
み
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
皆
さ
ん
の
交

通
問
題
に
対
す
る
深
い
ご
建
解
と
ご
協

力
の
成
果
で
あ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す。
昭
和
五
十
年
中
、
県
下
の
交
通
事
故

で
死
者
一
六
六
人
、
負
傷
者
八
四
三
七

人
で
す
。
前
年
に
比
較
し
て
二
了
六

%
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
今

後
一
一
層
、
死
者
減
少
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
し
、
交
通
安
全
施
設
整
備
が

必
要
で
あ
り
、
安
全
教
育
の
普
及
な
ど

各
方
面
に
わ
た
る
対
策
を
総
合
的
に
推

進
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
乙
思
い
ま
す
。

と
く
に
子
供
の
事
故
防
止
の
問
題
で
、

幼
児
の
教
育
は
両
親
で
あ
h
y
、
母
親
が

日
常
生
活
の
中
か
ら
細
か
い
気
づ
か
い

と
注
意
ぞ
う
な
が
す
一
言
を
慈
愛
の
母

の
心
で
肌
か
ら
学
ば
せ
る
こ
と
が
大
切

で
す
o
社
会
で
生
き
て
行
く
の
に
一
番
大
事

な
こ
と
は
個
人
の
人
命
を
尊
重
一
す
る
こ

と
、
自
分
と
同
時
に
他
人
の
命
を
大
切

に
考
え
ら
れ
る
人
聞
を
育
て
る
こ
と
。

そ
し
て
住
み
よ
い
社
会
環
境
ぞ
つ
く
る

た
め
に
は
、
幼
児
期
か
ら
家
庭
教
育
の

中
で
学
ぶ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
人
間

的
発
達
の
過
程
で
こ
そ
、
親
の
役
割
や

心
が
ま
え
が
大
切
で
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。交
通
事
故
の
た
め
に
不
幸
の
ど
ん
底

に
嘆
く
家
庭
は
毎
年
ふ
え
つ
づ
け
て
お

b
ま
す
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
現
実

は
と
も
す
れ
ば
、
他
人
事
の
よ
う
に
見

す
ご
し
や
す
く
な
D
が
ち
で
す
。

交
通
事
故
か
ら
自
分
や
他
人
の
身
ぞ

守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
交
通
事
故
の
悲

惨
さ
に
正
し
く
目
を
向
け
、
事
故
の
陰

に
あ
る
人
々
の
悲
し
み
ゃ
)
知
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

年
末
時
の
交
通
安
全
運
動
も
近
づ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
関
係
機
関
の
み

の
連
動
ば
か
り
で
な
く
、
皆
さ
ん
一
人

/
¥
が
自
分
の
問
題
と
し
て
取
hu
組
ん

で
行
か
な
く
て
は
、
真
の
運
動
の
成
果

は
あ
が
ら
な
い
と
考
え
ま
す
o

(
交
通
安
全
河
辺
支
部
)

;
;
l
e
-
-
i
y
!
!
?
 

る
保
険
税
で
ま
か
な
う
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
ナ
。
医
療
費
が
ど
ん
ど
ん
ふ
え

て
、
現
在
の
保
険
税
で
二
@
五
割
を
値
上

げ
し
て
補
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
o

よ
く
か
国
保
を
つ
か
え
ば
三
割
だ
け

で
、
あ
と
は
「
タ
ダ
ト
と
お
考
え
の
方

が
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
と

ん
で
も
な
い
ま
ち
が
い
で
す
o
私
た
ち

は
そ
の
ほ
か
に
二
@
五
割
を
保
険
税
と

い
う
形
で
負
担
し
て
い
る
わ
け
で
、
医

療
費
が
ど
ん
ど
ん
ふ
え
れ
ば
、
そ
れ
に

つ
れ
て
保
険
税
も
上
が
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

お
医
者
さ
ん
に
正
し
く
か
か
り
、
医

療
費
の
節
約
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
/

j関
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歌

(
出
生
)
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

用

の

山

父

修

本

田

あ

ゆ

み

川

崎

H
H

武

夫

中

村

清

子

(
結
婚
)
末
な
が
く
お
幸
せ
に

ー
宮
岡
清
孝
(
上
大
成
)

f

松
本
照
子
(
五
十
崎
町
)

ヘ
高
木
昭
(
稲
谷
)

ム
平
井
恵
子
(
川
崎
)

一
井
寿
茂
久
志
(
榎
)

f

西
山
理
枝
(
兵
庫
県
)

桑
野
安
広
(
用
の
山
)

r
梅
木
ハ
ル
子
(
寺
薮
)

(
死
亡
)
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

百
合
谷
奥
平
石
三
郎
(
七
九
才
)

日
其
川
寿
野
善
三
郎
(
六
八
才
)

三
久
保
梅
田
幾
次
郎
(
七
四
才
)

神

納

関

井

八

重

(

七

九

才

)

原

惣

太

郎

み
ほ
と
け
の
慈
悲
を
願
う
て
つ
く
鐙
は

み
だ
の
浄
土
に
ひ
び
き
渡
ら
ん

佐

伯

範

男

電
線
に
あ
ま
た
生
る
L
露
の
玉

二
尺
ば
か
り
を
走

D
て
は
稽
つ

関
井
恵
美
子

病
む
母
の
く
る
ぶ
し
高
き
足
洗
う

わ
が
眼
鏡
は
湯
気
に
く
も
D
て

清

水

孝

う
ぶ
ず
な
の
祭
h
J
巡
h
y
て
も
ろ
も
ろ
の

あ
す
へ
の
願
い
秘
め
て
詣
で
ん

大
西
ミ
ツ
マ

う
ら
ら
か
な
色
香
と
と
も
に
咲
く
梅
の

花
は
春
待
つ
心
に
も
に
し


